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6  病気・緊急の時。 

6-1　　病院について

6-1-1  必ず医師の診断を受けること。
6-1-2  病院・診療所の選び方
6-1-3  もし入院しなければならない時。
6-2　　救急車を呼ぶ必要がある時。

6-2-1 救急車を呼ぶ電話番号は（119）。

6-2-2  救急車を呼ぶ時、正確に場所を伝える。

6-2-3  通院している病院がある場合、はっきりと言うこと。
6-2-4  夜間・日曜・祝日にも開業の救急病院がある。
6-3  物品を遺失した時。

6-3-1  警察に通報する電話は（110）番。
6-3-2  出来るだけ早く、警察に届け出ること。
6-3-3  パスポートを紛失した時。
6-3-4  銀行カード・銀行通帳・印鑑。
6-4  防災

6-4-1  タバコの火に注意すること。
6-4-2  台所からの出火に注意する。
6-4-3  消化器の使い方を知っておくこと。
6-5   火災が発生した時。

6-5-1  消防車の出動を頼む時は（119）番。
6-5-2  火災に遭った時。

6-6  地震発生の時。

6-6-1  外で大地震に遭ったら
6-6-2  室内で大地震に遭ったら
6-6-3 噂やデマに惑わされないように。
6-6-4  平生から地震に備えること。
6-7  交通事故の発生を予防すること。

6-7-1  自転車で多い事故

6-7-2  二人乗り・無灯火走行は交通規則に違反する。
6-8   交通事故が発生したあと。

6-8-1  けがには適切な治療を受けること。
6-8-2  警察に連絡して、「事故届」を出す。

6-8-3  警察調書・目撃者証言。
6-8-4  治療費や損害賠償の交渉
6-8-5  交通事故の加害者になった時。

　きんきゅう
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　ふんしつ

　つうちょう
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　かさい
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　しゅっきん

　たのむ

　あった
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　まどわされない
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　ふたりのり

　むとうか　そうこう

　てきせつ；　ちりょう

　じことどけ

　ちょうしょ

　もくげきしゃ

　しょうげん

　そんがい

　ばいしょう

　こうしょう

　かがいしゃ

６ 生病或处于危急情况时 

有的同学觉得自己的生活中肯定不会出现什么危急的情况，所以平时对这方面的准备毫不在意。

可是这些同学一旦到了出了什么事的时候，往往便是束手无策。

说出来大家也许不相信，真的曾经出现过一位同学在朋友受伤的时候给国内的父母打电话询问该怎么办好之类的例子。

在这里，希望大家好好阅读这一章，做到有备无患。 

6-1 关于医院 

6-1-1 一定要接受医师的诊断 

　很多的外国人留学生，还没有完全习惯于在日本社会的留学生活而在精神上过着紧张的日子。

同时因为气候风土不同的关系也比较容易生病。如果觉得「身体不太舒服」时，不要嫌麻烦，请接受医师的诊疗。这时候，请不要忘记带国民健康保险证去。 

6-1-2 选择医院．诊疗所的方法 

　在大都市中，有国立．县立（都立）．市立等的公立综合医院、私立的综合医院、国立．县立．私立大学的附属医院、个人经营的小规模医院以及很多的医院和诊疗所等。

请向在学的留学生担当的老师及身元保证人等询问，到适当的医疗机关去接受治疗。
　如果是感冒或者肚子痛等的话，在附近的小规模的医院或诊疗所就可以。

因为希望在大规模的医院治疗的人很多的关系，常常需要等很长时间才能得到诊疗。

在学学校如果有诊疗设施的话，在那里接受诊疗也可以。 

6-1-3 如果需要入院时 

　如果被告知「请您入院」时，请依照医院的指示做。入院时必要的东西，医院方面会有指示的，但至少要准备齐以下的物品：
　外国人登录证＋健康保险证＋印章（有的话）＋内衣类、睡衣类（流汗的关系，多准备一点）＋洗漱用具（脸盆、牙刷等）＋筷子、汤匙、茶杯等＋拖鞋＋笔记本、笔＋零钱等。 

　入院的时候，一般会被要求有保证人及保证金。金额依医院而有不同，以10万日元左右为多。

住院结束，结医疗费用时，需要拿保证金收据结算，所以保证金的收据要好好地保管。

6-2 需要叫急救车时 

在半夜得了非常疼痛的病时，或因事故而受了重伤时，必须叫救护车接受紧急的治疗。

没有办法自己打电话时，请大声地叫人求助。
6-2-1 求叫救护车的电话号码是〔119〕
在日本求叫救护车的电话号码是全国共通，没有地域区号的〔119〕。

但是因〔119〕是消防署的紧急联系号码，所以必须首先清楚地说明是火灾还是要叫救护车。

另外如果是公用电话的话，所有的电话机上都有紧急用的红色按扭，按了之后再拨〔１１９〕。不需要电话卡或硬币。（※红色或粉红色的公用电话，如果没有钥匙是不能用的，请向电话的主人拜托。）
6-2-2 叫救护车时要正确地说明地点 

　首先把病人．受伤者的所在地址正确地说清楚。然后传达病人．受伤者的状况。

听到救护车的警报声到了附近时，请到路边去引导。救护车原则上是免费的。  

6-2-3 如果有常去的医院的话，要说清楚 

　救护车的队员会依病伤的状况帮忙找诊疗的医院，但如果是因患病发作而有常去的医院时，请先和那个医院联络，

有了那个医院的许可的话，救护车会帮忙送到那里去的。 

6-2-4 在半夜及周日．假日也有营业的救急医院 

　日本的医院在星期天．假日或晚上是不进行诊疗的，但是在这些时间内如果有急病的人或受伤的人的话，可以在救急医院接受诊疗。 

6-3 当物品丢失时   

6-3-1 向警察通报电话是(110)号 

　东西从房间被偷，金钱被抢夺的时候，请拨全国共通没有区号的〔１１０〕。

首先把地址及姓名清楚地说清楚之后再说明事件的内容。

用公用电话的时候在电话机的面上有紧急用的红色按扭，押了之后再拨〔１１０〕。不需要电话卡或硬币。

（※红色或粉红色电话的时候，必须拜托电话的主人。）   

6-3-2  要尽早向警察署报失 

　被小偷偷了或者丢失了重要的东西时，请到附近的警察署去提出『被窃申报书』．『遗失申报书』。

警察署会发行遭偷窃．遗失的证明材料。如果没有办这个申报的话、事后就没有办法证明这个事实。 

6-3-3  如果丢了护照时 

　因护照是证明自己身分唯一的东西，必须好好地保管。

但是如果运气不好遭小偷或丢掉时，就要到大使馆去申请再发行。

这时一定要到警察局去提出「盗窃申报书」或「丢失申报书」，拿到证明材料之后，再到大使馆去申请。   

6-3-4  行卡．存款折及印章 

　一发现银行卡，存款折及印章等遭偷窃或丢失时，马上和银行联络以防止现金被领取。

6-4 防灾   

6-4-1 注意烟火 

　因小小的不注意，引起宿舍或房子的火灾就麻烦了。请一定十分小心地注意火源。

根据统计，火灾发生的原因，因为没有处理好香烟火占了相当大的比率。请一定在有烟灰缸的地方吸烟，并确实地熄灭烟火。

另外丢在垃圾桶的烟头，在经过一段时间后、再燃烧起来的例子也不少。在烟灰缸里放一些水比较安全。

躺着吸烟（盖着棉被吸烟）更是危险。请一定要避免。   

6-4-2 注意厨房的火灾 

　做饭时把油锅放在火上就去接电话等是很危险的。离开煤气炉时请一定要把火关掉。

如果油锅烧起来时，不能用水浇。火如果没有烧到锅外面的话，用湿毛巾或大锅盖盖起来，或多放一些生青菜进去灭火。另外，平时就不要把易燃的东西放在煤气台的附近。
6-4-3 要知道灭火器的使用方法 

　为了防止万一的火灾时，相信有很多人有看过在房子或宿舍中准备的红色的灭火器吧。火灾发生时为了不慌乱，请事先查好身边的灭火器的操作方法。  
6-5  发生火灾时   

6-5-1 请消防车出动时，拨没有区号的〔119〕 

　在自己或隔壁房间发生火灾时，自己一个人灭火认为有困难的时候。请一定要大声的喊「救火」以通知周围的人。

火势有蔓延的趋势时，马上联络消防署。全国共通，拨没有区号的（１１９）。

用公用电话的时候在电话机的面上有紧急用的红色按扭，押了之后再拨〔１１９〕。不需要电话卡或硬币。

（※红色或粉红色电话的时候，必须拜托电话的主人。）
　因消防署实行消防车及救护车的出动的关系，首先清楚地说明是「火灾」，再正确地传达发生火灾的地址。   

6-5-2 碰到火灾时 

　运气不好碰到火灾时，首先要到安全的地方去避难。消防车及警察车，或房东等来到现场时，请遵照他们的指示行动。
　因火灾而失去住处的刺激，可能会让你不知所措，请无论如何要沉住气行动。

发生了火灾，区或市政府部门会提供一些临时救灾办法，介绍临时住处等。

6-6  发生地震时 

在「阪神．淡路大地震」(1995年１月，兵库县)中有超过五千人的死者，约有十万栋的房屋倒塌等引起了相当大的灾害。像这样的地震引起的灾害是在约70年前的「关东大地震」以来的事，但不能说今后不会发生像这样的地震。

另外，因日本是全世界有数的地震多发国家的关系，引起建筑物有大的摇动的地震是常常有的。不习惯的人会吓一跳的吧。

像房子倒塌的事是少见的，但以防万一，举几个在平常就要放在心上的事。   

6-6-1 在户外遇到大的地震时 

　在路上遇到大地震时，建筑物的旁边从上面有东西掉下来或倒下来是危险的。请到公园

或广场等去避难。

地下街或电梯中因地震而引起停电的话，谁都会感到恐怖吧。这时候也请冷静地判断情况。 

6-6-2 在室内遇到大的地震时 

　有"从上面掉下来的东西"和"发生火灾"的两个危险性。在过去日本地震的惨事例子中，几乎所有的是被火烧死的。如果是使用煤气或石油暖炉时稍微摇的时候请马上把火熄灭。另外为了保护身体，躲到坚固的桌子底下也有效。 

6-6-3 不要被传言或谣言所惑 

　在发生了大的地震时，一些传言或谣言是很容易传开的，请以收音机或电视获得正确的情报之後再行动。 

6-6-4 从平常就做好防备地震的准备 

　为了以备万一的灾害时从平常就有准备的必要。请注意把容易倒的家具或箱子固定在墙壁上。

准备好在灾难时马上就可以搬出去的东西也很重要。特别是罐头．乾面包等的保存食物，饮料水，贵重品，换洗的衣物，医疗品，收音机，手电筒等要常备。

6-7  要预防交通事故的发生 

　外国留学生的交通事故，特别是骑摩托车及自行车时的事故有增加的趋势。

交通事故中不管成为被害者或加害者对留学生活都不会有好的影响。使用之前，要充分认识骑摩托车及自行车的危险性，认真遵守交通规则。   

6-7-1  多发的自行车事故 

　煞车不灵停不住，撑著雨伞看不到前面，有雪的路或下坡时滑了，从小路冲到大路等占自行车事故的大半。   

6-7-2  两个人乘坐１辆自行车，无车灯行驶是违反交通规则的 
　在日本，两个人乘坐1辆自行车及晚上骑自行车时没有点灯是违反交通规则的。

违反这些交通规则时，就算是被害者也要被追求责任，不能接受被害的补偿。

6-8  一旦发生交通事故之后   

6-8-1 对于负伤要接受适当的治疗 

　如果因交通事故而负伤的人是重伤的话，打没有区号的〔１１９〕叫救护车送到医院。

这时候就算不觉得是重伤，经过一些时间之后可能会感到越来越痛，或有可能留下后遗症的关系，请一定要到医院去接受诊断、治疗。   

6-8-2  向〔１１０〕警察联络，提出『事故申报书』 

1. 问明事故对方的住址．姓名．电话号码 
2. 向警察通知事故发生并要求警察出面解决
6-8-3 警察的调查书和证人的证词   

 警察署的电话是没有区号的〔１１０〕。联络了之后，警察来了会写调查书。调查书是证明事故的发生，判断哪一方有责任的重要证据。见证人的证词也成为重要的要素。
6-8-4  治疗费及损害赔偿的交涉

 负伤的治疗告一段落时，在被害者和加害者之间会有关于治疗费及损害赔偿等的会谈交涉。

不管站在被害者或加害者的立场，这个交涉都是相当复杂的。拜托很熟的日本人，或找咨询机关商量为好。
6-8-5  成了交通事故的加害者时 

　交通事故在摩托车．自行车及行人之间也会发生。红灯时闯到前面撞到汽车、骑自行车．摩托车撞到在走的行人而引起的事故等。如果成了加害者时请注意以下的事项。 

1. 对方受伤时安排送到医院，同时向警察联络。 

2. 说明自己的姓名．住址．电话号码，问清楚对方的姓名．住址．电话号码 

3. 和熟的日本人商量怎样处理（学校的老师或保证人等）。 

4. 作为加害者使对方受伤时，会被追求治疗费或损害补偿的责任。 


6  病気・緊急の時。 

　自分の生活には「緊急事態なんて起こるはずがない」と思っているので、日頃、そういうことの準備に対して毫も気にかけていない人もいることでしょう。

しかし、そういう人は、一旦、何かが起こった時には、往々にして、手を束ねて何もできないものです。

話しても皆さんは信じないかもしれませんが、かつて、ある留学生は、友人が怪我をした時、あわてて母国にいる両親に電話をして、「どうすればいいのか、」と尋ねた、という類の例も本当にあったのです。

皆さんにこの章をしっかり読んで、「備えあれば憂いなし、」にしてほしいものです。 
6-1　　病院について

6-1-1  必ず医師の診断を受けること。
　外国人留学生の多くは、日本の社会での留学生活にまだ完全には慣れず、精神的に緊張した日々を過ごしていることでしょう。

同時に、気候風土も異なるために、病気にもかかりやすくなっています。もし、「体調がおかしいな」と思ったら、億劫がらずに医師の診療を受けて下さい。その際、国民健康保険証を忘れずに持っていって下さい。 

6-1-2   病院・診療所の選び方
　大都市には、国立・県立・都立・市立等の公立総合病院や私立総合病院、国立・県立・私立大学附属病院、個人の経営する小規模な病院及び、たくさんの病院や診療所等があります。

在学先の留学生担当の先生や身元保証人等にたずねて、適切な医療機関で診療を受けるようにして下さい。
　風邪や腹痛などなら、近所の小規模な病院や診療所でいいでしょう。

なぜなら、大規模な病院で診療を希望する人が多いため、いつも、長い時間待って、やっと診療を受けることになるからです。

在学先に、もし診療施設がある場合には、そこで診療を受けるのもよいでしょう。 

6-1-3  もし入院しなければならない時。
　「入院して下さい」と言われたら、その病院の指示に従って下さい。入院する時に必要な品物は、病院から指示されるでしょうが、少なくとも、以下の品物を準備して揃えておかなければなりません。
外国人登録証＋健康保険証＋印鑑（持っていれば）＋下着類・寝巻類（発汗するので、多めに準備する）＋洗面具（洗面器・歯ブラシなど）＋箸・スプーン・湯飲み茶碗など＋スリッパ＋筆記用具＋小銭など。
　入院時には、一般に保証人や保証金を要求されます。金額は病院によって異なりますが、10万円程度が多いようです。

退院し、医療費の支払いを終える時、補償金の領収書を持って清算しますので、保証金の領収書はしっかりと保管しておいて下さい。 

6-2　救急車を呼ぶ必要がある時。

　夜中に激しい苦痛を伴う病気になったり、事故で大怪我をした場合には、救急車を呼んで緊急手当てを受ける必要があります。

自分で電話できない場合には、大声で、助けてくれる人を呼んでください。 

6-2-1　救急車を呼ぶ電話番号は（119）。
　日本で救急車を呼ぶ電話番号は、全国共通で、局番なしの（119）番です。

ただし（119）番は消防署の緊急連絡番号ですから、まず、はっきりと言うべきことは、火事なのか、それとも、救急車を呼びたいのかということです。

また、もし公衆電話の場合は、どの電話機にも緊急用の赤いボタンがありますので、それを押した後、（119）にダイヤルします。テレホンカードや硬貨は不要です。

（＊赤やピンクの公衆電話の場合は鍵がないと使えませんから、その電話のある店の人に頼んでください）

6-2-2  救急車を呼ぶ時、正確に場所を伝える。
　まず、病人・けが人のいる場所の住所を正確に伝えてください。次に病人や、けが人の状態を伝えます。

救急車のサイレンの音が近づいてきたら、道路に出て誘導してください。 救急車は原則として無料です。

6-2-3  通院している病院がある時は、はっきりという事。
　救急車の隊員は、病気やけがの状態に応じて診療する病院を探してくれます。しかし現在の病気が急変して、通院している病院がある時は、まずその病院に連絡をしてください。

その病院の了解が得られれば、救急車がその病院まで運んでくれます。 

6-2-4  夜間・日曜・祝日にも開業の救急病院がある。
　日本の病院は、日曜や祝日、夜間には診療を行ないません。しかし、そういう時間帯に、もし急病人や怪我人が出た場合には、救急病院で診療を受けられます。

6-3  物品を遺失した時。

6-3-1  警察に通報する電話は（110）番。
　部屋から品物が盗まれたり、金品を強奪されたような場合には、全国共通で局番なしの（110）番に電話してください。

まず住所や氏名をはっきりと告げてから、事件の内容を話してください。

公衆電話からかける時には電話機の前面に緊急用の赤いボタンがあるので、それを押してから（110）をダイヤルします。テレホンカードや硬貨は不要です。

（＊赤やピンクの公衆電話の場合は、その電話のある店の人に頼まなければなりません。）

6-3-2  出来るだけ早く、警察に届け出ること。
　盗難に遭ったり、大切な品物を無くした時は、近くの警察署に行き、「盗難届」・「遺失届」を出してください。

警察署で盗難や遺失の証明書類を発行してくれるでしょう。もし、この届け出をしていないと、後でその事実を証明することができなくなります。

6-3-3  パスポートを紛失した時。
　旅券（パスポート）は自分の身分を証明する唯一のものですから、大切に保管しなければなりません。

しかし不運にも盗難に遭ったり、紛失した場合には、大使館に行って、再発行を申請しなければなりません。

その場合、必ず警察に行き「盗難届」または「遺失届」を出し、証明書類を受けとってから、大使館に行って申請してください。 

6-3-4  銀行カード・銀行通帳・印鑑。
　銀行カードや銀行通帳、印鑑などの盗難または遺失に気がついたら、ただちに銀行に連絡して現金化されることを防止してください。 

6-4  防災

6-4-1  タバコの火に注意。
　ほんの小さな不注意が原因で、寮やアパートが火事になったら大変です。火元には十分に気をつけてください。

統計によれば、火災発生の原因はタバコの火の不始末がかなり大きな比率を占めています。必ず灰皿のあるところで吸い、火は確実に消してください。

また、ごみ箱に捨てた吸殻が、しばらく経ってから再び燃え上がるという例も少なくありません。灰皿に水を少し入れておくと安全です。

寝ながら吸うこと（布団に入ってからタバコを吸うこと）はもっとも危険です。絶対に止めてください。 

6-4-2  台所からの出火に注意する。
　調理中、鍋を火にかけたままで電話に出たりするのは危険です。ガス台から離れる場合は必ず火を止めてください。

もし鍋が燃え上がったら、水をかけてはいけません。火が鍋の外へ燃え移っていない場合は、濡れたタオルや大きな蓋で鍋を覆ったり、生野菜をたくさん入れたりして消火します。

また日頃から燃え易い物をガス台の周囲には置かないようにしましょう。 

6-4-3  消化器の使い方を知っておくこと。
　万一の火災を防止するために、アパートや寮に準備された赤い消火器を見かけた人も多いことでしょう。火災発生時に慌てないためにも、前もって身近にある消火器の操作方法をよく調べておいてください。

6-5   火災が発生した時。

6-5-1  消防車の出動を頼む時は（119）番。
　自室や隣室で火事が起こった時、自分一人だけで火を消すのは困難な場合もあります。必ず大声で「火事だ！」と叫んで周囲の人に知らせてください。　

火災が広がりそうな勢いの場合には、ただちに消防署に連絡してください。全国共通で局番なしの（119）番をダイヤルします。

公衆電話からかける時には電話機の前面に緊急用の赤いボタンがあるので、それを押してから（110）をダイヤルします。テレホンカードや硬貨は不要です。

（＊赤やピンクの公衆電話の場合は、その電話のある店の人に頼まなければなりません。）

消防署は、消防車と救急車の出動を行ないますから、まず「火事です！」とはっきり言い、それから、火災発生の住所を正確に伝えてください。

6-5-2  火災に遭った時。

　不運にも火災に遭ったら、まず安全な場所に避難しなければなりません。消防車や警察のパトロールカー、家主さんなどが現場に来ている場合には、その指示にしたがって行動してください。
　火災で部屋を失ったショックのために、気も動転するでしょうが、どうか落ち着いて行動してください。

火災が発生すると、区や市の役所が救済手段を提供したり、臨時宿泊先を紹介してくれたりします。

6-6  地震発生の時。

　「阪神・淡路大震災」（1995年1月、兵庫県）では、5,000人を超える死者を出し、約10万棟もの家屋が倒壊するなど、非常に多くの被害をもたらしました。

これほどの地震による災害は約70年前の「関東大震災」以来のことですが、今後、同様の地震が発生しないとは限りません。

それに、日本は世界でも有数の地震多発国なので、建物が大きく揺れるような地震が時々起こります。慣れない人はびっくりすることでしょう。

建物が倒れるようなことは、滅多にありませんが、いざという場合のために、普段から心掛けておかなければならないことをいくつか挙げておきます。

6-6-1  外で大地震に遭ったら
　道路上で地震に遭った時には、建物の傍は上から物が落ちてきたり、倒れてきたりして危険です。公園や広場などに避難してください。

地下街やエレベーターの中で、地震のために停電が起こったりすると、誰でも恐怖を感じることでしょう。その場合でも冷静に状況を判断してください。

6-6-2  室内で大地震に遭ったら。
　“上からの落下物”と“火災の発生”の二つの危険性があります。過去の日本の地震の惨事の例には、ほとんどすべてが火災による焼死です。もしガスや石油ストーブなどを使っている時に、少し揺れたら、すぐに火を消してください。

また、身を守るために頑丈なテーブルの下にもぐり込むのも有効です。

6-6-4 噂やデマに惑わされないように。
　大きな地震が発生した時には、噂やデマが広がりやすくなります。ラジオやテレビで正確な情報を得てから、行動してください。 

6-6-4  平生から地震に備えること。
　万一の災害に対処するためには、普段から準備をしておく必要があります。倒れそうな家具や本箱は壁に固定するようにしてください。

非常時にすぐ持ち出せる品物を準備しておくことも大切です。特に缶詰・乾パンなどの保存食品、飲料水、貴重品、着替え、医療品、ラジオ、懐中電灯などを常備しておくことです。 

6-7  交通事故の発生を予防すること。

　外国人学生の交通事故、特にバイク（自動二輪）や自転車で走行する時の事故が増えています。

交通事故で、被害者になっても加害者になっても留学生活によい影響をもたらしません。使用する前に、バイクや自転車に乗ることの危険性を十分に認識して、真面目に交通規則を守るようにしてください。 

6-7-1  自転車で多い事故
　ブレーキがきかなくて止まれない、雨で傘をさして前方が見えない、雪道や下り坂でスリップした、細い道から大通りへ飛び出す、などが、自転車事故の大半を占めます。 

6-7-2  二人乗り・無灯火走行は交通規則に違反する。
　日本では、自転車の二人乗りや夜間に乗る時、灯火ランプが無いのは交通規則に違反します。

これらの交通規則違反を犯していると、被害者であっても違反の責任を問われて、その被害の補償が受けられなくなります。

6-8   交通事故が発生したあと。

6-8-1  けがには適切な治療を受けること。
　交通事故での負傷者が重傷の場合には、局番なしの（119）番に電話して救急車を呼び病院に運びます。

その時には大けがに感じられなくても、時間が経つと、ますます痛みが激しくなったり、後遺症が残ることもあるので、必ず病院に行き診断・治療を受けることです。 

6-8-2   警察に連絡して、「事故届」を出す。
(1) 事故の相手の住所・氏名・電話番号を聞くこと。 

(2) 警察に事故発生を通知して、警察官の立ち会いでの解決を求めること。

6-8-3   警察調書・目撃者証言。
　警察署への電話は局番なしの(110)番です。連絡後、警察が来て調書を作成します。調書は事故の発生を証明し、どちらに責任があるのかを判断する重要な資料になります。目撃者の証言も重要な要素になります。

6-8-4   治療費や損害賠償交渉
　負傷の治療が一段落すると、被害者と加害者の間で、治療費や損害賠償などについて示談交渉をすることになります。

被害者の立場でも、加害者の立場でも、その交渉はかなり複雑なものです。よく知っている日本人に依頼するか、相談窓口を見つけて相談するのがよいでしょう。 

6-8-5   交通事故の加害者になった時。
　交通事故は、バイク・自転車と、歩行者の間でも発生します。信号が赤の時に前へ進入しようとして自動車にぶつかったり、自転車・バイクで走行中に歩行者にぶつかったりする事故があります。もし加害者になったら、次のことに気をつけてください。
1. 相手が怪我をした場合には病院に運ぶ手配をし、同時に警察に連絡をする。 

2. 自分の氏名・住所・電話番号を知らせ、相手の氏名・住所・電話番号を聞く。 

3. 親しい日本人(学校の先生や保証人など)にどう対処したらよいかを相談する。 

4. 相手に怪我を負わせた加害者として、治療費や損害補償の責任を問われることもあります。
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⑦
问题是沮丧有用吗，现在我碰到的失败的事儿也挺多，你怎么沮丧？生活就是这样，你得到了一定会失去，你失去的

东西也一定会得到一点，你什么都想得到怎么可能。正因为这么多年的失败或者不好的事儿，使我对失败看得很轻，对成功也是看得很轻，成功来了，我就知道肯定又有一件事情是个平衡，可能有不好的事情会来。所以我跟很多年轻人，我的同事，还有外面学校的学友、学弟们讲，如果我能成功，大部分人都能成功，你别放弃这一次机会，永远不要放弃，你有这个梦想，用智慧，有勇气，走正道，你一定会有机会的。 

